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２－５ 生活情報・相談

（１）情報の入手先

生活に必要な情報源としては、「日本人の知人・友人」（49.8％）、「日本人以外の知

人・友人」（49.6％）をあげた回答者が共に約半数と多く、次いで、「日本語以外のテレ

ビ・ラジオ・新聞・情報誌」から得るという回答者が 37.6％と多くなっている。

また、「行政の窓口・広報誌・情報提供サービス」は 10.9％となっている。
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○ 質問

生活な必要な情報は主にどこから得ますか。（複数回答）
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（２）必要な情報

現在、生活するうえで必要な情報として、「保健・医療・福祉」をあげる回答者が 61.8％

と最も多い。また、「仕事」「ゴミ出しの日など日常生活のルール」「防災」「イベント・

観光」「住宅」に関する情報についても約４割の回答者が必要としており、全般的に情報

ニーズが強くみられる。

○ 質問

現在、生活するのにどのような情報が必要ですか。（複数回答）
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②わかりにくい点

「わかりにくい」と回答した者について、どのようなところがわかりにくいか質問し

たところ、「案内・サインが読めない」（53.4％）という回答が多い。また、「案内・サイ

ンが小さい」という回答も約３割となっている。

（n=206)

53.4

33.5

24.3

6.8

6.8

8.7

0 10 20 30 40 50 60

案内・サインが読めない

案内・サインが小さい

外国語標記が少ない

ローマ字標記が少ない

その他

不明 (MA)

(%)

○ 質問

どのようなところがわかりにくいですか。（複数回答）
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（４）相談先

困ったときの相談先としては、「日本人の知り合い」に相談にいくという回答者が

44.2％と最も多く、「外国人の知り合い」（40.0％）、「職場の人」（39.3％）、「家族・親

戚」（34.4％）に相談にいくとする回答も多い。

また、「役所の相談窓口」は 8.8％、「国際交流財団の窓口」は 1.5％となっている。
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○ 質問

困ったときはどこに相談に行きますか。（複数回答）


